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土の構成モデル 

1960年代にカムクレイ・モデルが提案されて以降，土の構成モデルは目覚ましい発展を遂げてきました。高度

な土の構成モデルは商用地盤解析ソフトウェアにも積極的に導入され，地盤に関わる実問題の解決にも大きく貢

献してきました。最近では，力学的視点からのモデリングを放棄したデータ駆動モデリングなどが注目されてい

ますが，土の力学の本質が凝縮された構成モデルの重要性は今後も変わらないと思われます。 

本特集号では，土の構成モデルにスポットライトを当て，これまでの発展と最近の話題についてまとめていた

だきました。総説では，構成モデル研究の発展を整理いただくとともに，最近のトレンドであるマルチスケール・

マルチフィジックスやデータ駆動モデリングについて簡潔に解説いただきました。論説では構成モデルの役割や

構成モデルを理解する教育の必要性について独自の視点でまとめていただきました。また，土の構成モデルの基

本であるカムクレイ・モデルの有限変形化について解説いただきました。報告では，地盤工学における特徴的な

現象に特化した構成モデル（砂の繰返し構成モデル，連続体損傷モデル，Methane Hydrate Critical Stateモデル，膨

潤性粘土の二重構造モデル）について，各分野の第一線で活躍する研究者に紹介いただきました。 

土の構成モデルについて学ぶ機会が減り，構成モデルを単なる「ツール」として利用することが多くなってき

ていると感じますが，本特集号が，地盤工学における構成モデルの役割や重要性を理解し，さらに構成モデルの

研究と活用に興味を持っていただくきっかけとなれば幸いです。 
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